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　高齢化社会が急速に進み、近年、慢性心不全患者は増加する
一方です。その効果的な予防法と治療法の一つに運動療法があ
りますが、病院のスタッフ不足や家族による患者の送迎負担など
の問題があり、実際に効果を出せるまでの処方がなされていない
のが実情です。そこで私たちはもっと安全で安価に、しかも手軽
に国際標準に近い運動療法をIoTによって実現できないかと
考え、システムの開発に取り組みました。
　私たちは2000年に「インターバル速歩」という運動法を考案
し、これまでも運動を核とした予防医療に努めてきました。「イン
ターバル速歩」とは、自分が「ややきつい」と思う早歩き歩行と
普通のペース歩行を３分交互に繰り返し、これを１日５セット、
週４回以上行う歩行型のトレーニングです。そこに「携帯型カロ
リー計」、「IoTシステム」を加え、遠隔型の個別運動処方システム
を開発しました。過去15年間で8,700名の健常高齢者を対象に
５カ月間のトレーニングを行い、データを分析した結果、体力の
10％向上、高血圧・高血糖・肥満の20％改善効果と医療費の
20％削減に寄与することが実証されました。私たちは「インター
バル速歩」の研究で、2020年、全米医学アカデミー主催の健康
長寿研究公募カタリストアワードを受賞しています。

※ 詳細は基金Webサイトで公開しています。
https://www.sei-group-csr.or.jp/business/index.html

Web

　2020年度は、住友電工から総額1億8,511万円余（カフェ
テリアプランを通じた寄付金111万円余(内9.9万円は住友
電設（株）から)を含む、全額を運営寄付金に充当）の寄付を
受け当財団から、①大学講座の寄付として総額１０８百万円、
②学術・研究助成として総額31.2百万円、③奨学金支給
（日本の国内学生３４名、外国人留学生１８名、海外の大学現地
学生１３０名）として総額約40.1百万円の３つの事業を行いま
した。
　そのうち、大学講座寄付事業では前年度から継続の6件の
大学講座に加え、新規の大学講座１件に寄付を行いました。
● 北海道大学「糖鎖生物学的アプローチによる各種疾患の

病態解明とその臨床応用」
● 山形大学「アジアの水・食・健康リスク講座」

● 神戸大学「肝転移の早期診断が可能な
新規がんバイオマーカー開発講座」

● 筑波大学「ダークマター微生物資源利用・
生物化学工学講座」

● 愛媛大学「生態学的アプローチによる東南アジアの
蚊媒介感染症の制御」

● 信州大学「IoTを活用した心臓リハビリテーションのための
在宅・遠隔型個別運動処方システムの開発」

● 名古屋大学「難治性がん根治に向けた量子ナノがん光免疫
療法（QPIT）の開発と臨床応用」（新規）

　また、学術・研究助成事業では公募により助成先の募集を
行い、応募総数１57件のなかから、研究資金を必要としてい
る基礎科学研究や若手研究者による萌芽的な研究20件を
選考し、助成を行いました。
　なお、事業の詳細につきましては、住友電工グループ社会
貢献基金Ｗｅｂサイト※で紹介しています。
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IoTを使った遠隔型個別運動処方システムで
“健康寿命社会”の実現に貢献します

医療現場での実践もスタート（MGプレス 2020.5.27. )

「インターバル速歩」スマホアプリ

　2020年7月から社会貢献基金事務局長を務めています。現職につく以前から社会貢献基金に関わる
マッチングギフト制度プロジェクトに携わっており、社会貢献の重要性を実感してきました。
現在、コロナ禍でアルバイトができない奨学生もおり、基金による奨学金が生活の支えになっていると
いう話を聞くと、当基金が少しでもお役に立てていることをうれしく感じます。また金銭面だけではなく、
このような状況下で奨学生同士のコミュニケーションを図るため、交流会もリモートで開催するなど横の
つながりの構築にも尽力しました。
　当基金はまだ創立10年ほどで、歴史も規模も他社に比べ、決して長く大きいものではありません。
今後も当社事業の範囲にこだわらず、自然科学・社会科学と社会全体において幅広い視野を持ち、
まだ貢献の手が届いていないところに、活動を広げていきたいと考えています。

住友電気工業グループ
社会貢献基金事務局長  
藤崎 光太郎

「大学寄付講座」「学術・研究助成」「奨学金支給」の三本柱で
住友事業精神を社会貢献へとつなげていきます

CSR VOICE

　私はクライウット・ムアンノイチャルーンです。2021年5月に泰日工業大学（TNI）経営管理学部のロジ
スティック＆サプライチェーンマネジメントコースを卒業しました。
　現在、私はスミポン社に勤め、IoTシステム開発チームにも参加しているエンジニアリングサービス部に
所属しています。
　私の夢は、日本で様々な技術関連分野をさらに勉強することです。それが学士号を取得するためにTNI
で学ぶことを決めた第一の理由でした。将来の勉強やキャリアのために専門知識を学び、3つ目の言語と
して日本語を学びたいと思っています。
　学生時代、TNIでは興味がある学生に対して勉強や仕事、活動、コミュニケーション、リーダーシップな
どについて経験を得る機会を与えていて、私も様々な活動に取り組みました。1年生のときにはマイクロソ

フトオフィス2016大会に参加する機会があり、マイクロソフトオフィス・エクセル部門で国内チャンピオンになっています。さらに、タイ
のエンタープライズリソース管理リーグ（ERML）2020に参加する機会もありました。これはチーム戦でビジネスのシミュレーションを
競う大会で、第2位になりました。TNIではビジネスシミュレーションゲームクラブの部長になる機会もありました。その役目を務める
間、オープンハウス活動やビジネスボードゲームコンテスト2017（TNIデー）などの様々な活動に参加しました。
　3年生のとき、私の両親が金銭問題を抱えました。父は配達の仕事をしていて、家族の中の主な稼ぎ手です。その頃、業界の会社に
注文がなくなり、その注文の減少で父も配達の仕事がなくなりました。そのため月給が減りました。さらに、父は私や兄、弟の面倒も見
なければなりません。そのとき、私は学生を援助する奨学金の案内を見つけ、申し込みました。その結果、その「SEI奨学金」を受け取り、
家の負担を減らすことができました。この奨学金は、学業に優れていながら資金援助がないことで問題を抱えている学生を支援するも
のです。その後、私は自らさらに機会を見つけることができました。4年生のときには、全国ステージ大会、TNIの代表になるための、ロ
イヤルアワード学生代表の選抜に参加する機会がありました。さらに、スミポン社のエンジニアリングサービス部での連携インターン
シップに参加し、そこが今の私の職場になっています。研究活動では、生産性のためのIoTシステム設計やウォークビハインド型シリン
ダー組立ラインのインベントリ管理について取り組んでいます。また、TNI学術会議（TNIAC）2021での発表者にも選ばれました。
　ここで、TNIや先生方、友人、機会を得ることを支援してくれたすべての人々に感謝いたします。また、援助のための奨学金を私や
他の学生に与えてくれたS.E.I. Thai Holding Co., Ltd.と住友電気工業株式会社にお礼申し上げます。いつか日本でさらに勉強でき
ることを願っています。

Sumipol Corporation Co., Ltd.  
Kraiwut Muangnoichareon

日本でさらに勉強することが夢ですCSR VOICE

信州大学大学講座寄付事業

確かな効果が実証された
「インターバル速歩」を活用

　今回、住友電工グループ社会貢献基金の寄付講座にご採択い
ただいたのは、この個別運動処方システムに心電図モニター
機能を搭載した在宅型・遠隔型の心臓リハビリテーションシス
テムの研究開発です。
　このシステムではトレーニング中の患者の心電図波形などの
データが担当医師や理学療法士と共有されます。そのためこれ
まで医療機関などでしかできなかった慢性心不全患者の歩行型
リハビリを、診断や治療に反映しながら在宅でも安全に実施でき
るようになります。そうなれば患者の実施頻度や時間が増加し、
効果もさらに上がることでしょう。またトレーニングにはスマート
フォンアプリを使用するため、患者にとっても取り入れやすく
低コストであることも大きなメリットです。
　今後、心臓リハビリテーションに限らず、このシステムは生活
習慣病の治療や予防をはじめ、健康寿命社会の実現のために
幅広く活用することができると考えています。
　私たちはこれからも運動を医療に積極的に活用し、予防医療
の研究をさらに推し進めていきます。そして超高齢化社会にお
いて増大する医療費の削減につなげ、日本が抱える社会的課題
の解決に貢献していきたいと考えています。

慢性心不全患者の
在宅リハビリをIoTで支援

社会の発展に資する優れた大学講座に寄付を行っている「住友電工
グループ社会貢献基金」。今回はIoTにより慢性心不全患者のリハ
ビリに役立つ運動処方システムを構築し、高齢化社会における医療
の課題解決に貢献する信州大学の取り組みをご紹介します。

信州大学 大学院 
総合医療医理工学研究科 
医学系専攻 e-ヘルスサイエンス講座

特任教授
特任教授
助教

能勢 博 様 （中央）
花岡 正明 様 （右）
内田 晃司 様 （左）

公益財団法人住友電工グループ
社会貢献基金の活動
住友電工グループ社会貢献基金は、人材育成と学術振興の
実施を目的とする「公益財団法人」です

IoTを活用した心臓リハビリテーションのための
在宅・遠隔型個別運動処方システムの開発

● 信州大学Webサイト トピックス 〈カタリストアワード受賞〉
https://www.shinshu-u.ac.jp/institution/ibs/topics/cat15432/post-39.html

慢性心不全患者における遠隔型個別運動処方システム

地域拠点病院
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インターバル速歩トレーニング
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